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教育費がどれくらいかかるのかは気になる

ところですよね。

日本の教育費は、公立か私立かといった、

進路選択によって大きく異なります。

「令和５年度子供の学習費調査結果」（文

部科学省）を見ると、幼稚園３歳から高等学

校第３学年までの１５年間の学習費総額がわ

かります。

気になる教育費
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3「文科省令和５年度子供の学習費調査結果」を基に作成



すべて公立の場合は ６１４万円

幼稚園は私立、小中高は公立の場合は

            ６６５万円

幼稚園・高校は私立、小中は公立の場合は

            ８３８万円

幼稚園から高校まですべて私立の場合は

１,９６９万円

となっています。

教育費（幼稚園～高校）
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この調査の対象は、保護者が支出した子ど

も一人当たりの学校教育費（学用品、授業料、

通学費、等）と学校外活動費（塾、習い事、

等）です。

小学校と中学校は公立と私立の差が大きい

ですね。また、高校は、現在、授業料が無償

化され、調査時より負担が軽減されています。

高校の初年度納入金を見てみましょう。

公立と私立、高校無償化
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公立高校（全日制）

入学金： ５，６５０円

授業料：１１８，８００円（年額）

その他に、制服教科書代等で約２０～４０

万円が必要と言われます。

私立高校

各学校ごとに異なり、入学金、授業料、施

設費等トータルでおよそ８０万～１４０万円

となっています。

高校の初年度納入金
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具体的な私立高校ごとの金額は、埼玉県

「埼玉県私立高等学校等の初年度納付金」、

東京都「令和8年度 東京都内私立高等学校

（全日制）の学費の状況について」のページ

で確認できます。

私立高校の初年度納入金
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これらに対しては、現在、国や埼玉県が

様々な支援制度を設けています。

高校等の支援制度
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名称
対象となる
教育費

条件等

高等学校等就学支援金制度 授業料 ・すべての家庭
・外国人学校等を除く

高校生等・新修学支援金 授業料 ・「高等学校等就学支援金制
度」の対象外の生徒
・年収要件あり

奨学のための給付金制度 教科書代等 ・公立私立を問わない
・年収要件あり

父母負担軽減事業補助金 入学金・施設
費等納付金

・県内の私立学校
・年収要件あり



「高等学校等就学支援金制度」は、国の補

助金制度です。

令和２年に支給額が引き上げられ、令和８

年４月からは所得制限が完全に撤廃されまし

た。その結果、現在では、すべての家庭で高

校の授業料が無償化されています。

（無償となるのは授業料のみです。また、外

国人学校等、一部は対象外です）

高等学校等就学支援金制度①
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支援金は本人や保護者ではなく学校が直接

受け取り授業料に充てる形です。その額は、

・公立高校 年額１１８，８００円

・私立高校 全国平均水準年額である最大

４５７，２００円まで支援

(不足分がある場合は自己負担)

・私立通信制高校 年額３３７，２００円まで

と学校区分ごとに決まっています。

高等学校等就学支援金制度②
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入学時に全額納入し、後日

還付される学校もあります。

制度の利用には高校から配

られる案内をもとに、保護者

が毎年４月にオンラインで申

請をします。

詳しくは、文部科学省ホームページの「高

校生等への就学支援」をご覧ください。

高等学校等就学支援金制度③
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高校無償化については、短期

滞在の留学生や外国人学校の生

徒は原則対象外ですが、別に年

収に応じた支援制度があります。

文部科学省のリーフレット

「高等学校等就学支援金新制度

の対象外となる生徒への支援」

に詳しい説明があります。

高校生等・新修学支援金制度
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高校無償化と言われる国による支援の対象

は授業料のみで、入学金、施設費、教材費、

修学旅行費等は含まれていません。

教科書費や教材費など、授業料以外の教育

費については、埼玉県の「奨学のための給付

金制度」があります。返還不要の給付金で、

世帯の収入に応じた給付になります。

奨学のための給付金制度①
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生活保護世帯•住民税非課税世帯、年収270

万円以上380万円未満の世帯、年収380万円以

上490万円未満の世帯が対象です。手続きは学

校を通して行います。

奨学のための給付金制度②
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「父母負担軽減事業補助金」は埼玉県によ

る支援制度で、県内の私立の学校に進学した

生徒を対象に、入学金や施設費の補助を行っ

ています。

生徒及び保護者が埼玉県内に在住し、所得

要件を満たすことで、世帯年収に応じて支援

を受けられます。詳しくは、埼玉県ホーム

ページ「私立学校の父母負担軽減について

（令和8年度）」をご覧ください。

県内の私立学校の負担軽減
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補助額は学校の種別によっても異なります。下の
図は高校（全日制）の場合の例です。



４年制大学への進学率は、今、約６割です。

学費（入学金、授業料、施設設備費）はおお

よそ次のようになると言われています。

国公立大学 ４年間で 約２５０万円

私立大学（文系） ４年間で 約４００万円

私立大学（理系） ４年間で 約５５０万円

私立大学（医歯系）６年間で約２,４００万円

大学の学費
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専門学校は、２年間で約２３０万円と言わ

れますが、専攻する内容によっては、機材の

購入や実習費などがかかることで高くなるこ

ともあります。

大学や専門学校では、この他に、教材費や

備品代金（ＰＣなど）、通学の定期代、さら

に一人暮らしなら生活費がかかります。

専門学校
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国の「高等教育の修学支援新制度」は、経

済的な理由で大学等への進学をあきらめるこ

とがないよう、令和２年に始まった制度です。

低所得世帯や多子世帯（扶養する子供が３

人以上いる世帯）の学生などを対象に、大学

や専門学校などの「入学金・授業料の免除/減

額」と「返済不要の給付型奨学金の支給」を

セットで行う国の制度です。

高等教育の修学支援新制度①
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高校３年の４月頃に申し込み、その後、審査、

結果通知の受け取りとなります。

学力基準 高校等での評定平均値3.5以上
※満たなくても学習意欲が確認できること

家計基準 収入要件①年収６００万円未満
※金額は目安で世帯構成等によって異なる

②資産が５０００万円未満

多子世帯要件①子が３人以上

②資産３億円未満

高等教育の修学支援新制度②
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文部科学省のホームページ内「高等教育の修学支援
新制度」に詳しい案内があります。



入間市では、ひとり親家庭の

方や寡婦(夫)の方に向けて、市

で行っている経済的支援、生活

支援、就労支援などの制度等を

紹介した「親と子のしおり」を

作成しています。

親と子のしおり①

24

＜親と子のしおり 目次＞

１相談窓口のこと ２お金のこと ３子ども・教育のこと 

４住まい・暮らしのこと ５しごと・資格取得のこと

６こどもの未来のための新しいルール



子育て支援に関する情報を幅広くご案

内するために、ひとり親家庭以外の方も

利用できる制度も掲載していますが、紙

面の都合上掲載しきれていない内容もあ

ります。

「入間市 親と子のしおり」で検索い

ただくとご覧になれます。

親と子のしおり②
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親と子のしおり③
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高校や大学にかかる費用への支援制度はあ

りますが、教育資金の備えが必要と考える方

もいらっしゃるでしょう。

教育資金の用意方法については、貯金だけ

でなく、学資保険やＮＩＳＡといったものも

あります。が、支払った額より受け取る額が

少なくなる元本割れの可能性もありますので、

事前によく調べて検討することが必要です。

教育資金の備え
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学資保険は貯蓄型保険です。親が死亡また

は高度障害状態になった場合、それ以降の保

険料の支払いが免除されます。その場合でも、

予定通り祝金や満期金を受け取れます。多く

が出生前140日前から申し込めますが、小学校

入学後の申込みは貯蓄性が大きく低下するよ

うです。また、必要な時にすぐ引き出すこと

は難しく、中途解約は元本割れの可能性が高

くなります。

学資保険
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ＮＩＳＡは、国の税制優遇制度で、投資信

託や株式の運用益が非課税になる仕組みです。

高い利回りが期待でき、資金をいつでも自由

に引き出せます。

ただし、投資対象により運用結果が悪いと

資金不足や損失が出る恐れがあります。

学資保険にせよ、ＮＩＳＡにせよ、自分の

経済状況に応じた慎重な検討が必要です。

ＮＩＳＡ（ニーサ）
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奨学金については、前述の文部科学省「高

等教育の修学支援新制度」だけでなく、日本

学生支援機構（JASSO）の奨学金制度のページ

にも詳しいことが載っています。

その他にも、地方自治体や民間財団の奨学

金があります。

高校や大学等には様々な支援制度があるの

で、さらに調べてみてはどうでしょうか。

奨学金
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お読みいただきありがとうございま

した。旧「家庭教育応援通信」でも

様々な話題を提供していますので、ま

だの方はぜひご覧ください。
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